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① 活動状況の評価 

ブルガダ症候群のリスクとなる生殖系列変異について、ゲノム解析とハイスル―プット解析

の両面から取り組み、SCN5A の LOF 変異の有無によって、致死性イベントの発症率に違

いがあることが明らかになるなど、心臓突然死に関するメカニズム解析の一端をクリアにできた

点で重要な研究である。また、パッチクランプを使い臨床的なフェノタイプをスクリーニング系に

乗せることに成功している。 

総合的に見て、優れた成果が得られたものと評価できる。 

 

 

② 今後の活動への期待 

オートパッチクランプのデータにばらつきが多く、この点の改良が今後の課題として残されて

いる。新薬の開発へ繋がる研究であり引き続き、スクリーニング精度やスループットの改善を

期待したい。


